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も同様だ。ただ，このあいまいさが，かえって庶

民に貴族へのあこがれを持たせるのである。

しかし，本当の貴族は庶民にとって陰惨なもの

であることはヨーロッパの歴史をみれば明らかで

ある。貴族は家系で決まるものなので，日本人一

般が，なりたいと思つでもなれるものではないが。

員肢というのはJf;'li(人に!~)，、通りの製品を作らせ，

料迎!人にうま L斗:↓l"Hを1'1-'らせる「完全な消費者」

である。つまり， iY肢は製品の“物語"を享受す

るが，生産の作業そのものから超然としていられ

る。そこに，生jffi，祈Li!Uシステムに品目み込まれ，

がんじがらめにされた現代の消費者があこがれる
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究極の物語閤畠{ま人工知能か作る々一
門
川
〕 東京工業大学助教授

日本て壮「貴族商品」は無理。しかし…

それでは，将来，日本の庶民が，かつてのヨー

ロッパの貴族のように自分だけの商品，サービス

を手に入れる可能性が全くないのか。答えは「ノー」

である。今後の技術の進歩で，それができる可能

性が出てくる。人工知能によって，消費者が自分

の思い通りに機械に“一品出室"させることがで

きるはずだ。生産技術がこのようなレベルに達す

れば，ロボッ卜など生産ラインがあたかも使用人

のように働き，庶民はかつてのヨーロッパの買肢

のようにふるまうことができるのである。(談)

のだ。ただ悶によって事情が違うことも確かだ。

欧米ではどうか。まず米国だが，ここは早いH与

則に工業製li白が飽和に達したが，そもそも貴族と

いうものが町史上， {f(Eしたことがないので， 員一

政へのあこがれ7J{{¥it，、。 生産出ーでも貴族的商品を

作れる伝統的地場J!?i.業や中小企業があまりなし'0

ヨーロツパのぬ合は逆に本物の貴族がまだ残って

「物語商品」の条件は 2つある。 1つは「どこ

で誰が作ったかが，はっきりしている」こと。も

うlつは「その商品にまつわるスト ー リーを自分

だけ，もしくは限られた人だけが知っている」こ

とだ。

いて，庶民が民政のまねごとをしても「滑倍以外

の何ものでもなしりというのが常識である。

日本はどうか。そもそも日本には貴肢はいなか

った。民政的な↑t伯合同つ階層はあったが，これ

らは本米，官fj，fや武二L:であった。 IljJ治以降の予定肱
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橋爪大三郎 (はしづめ・だいさ.hろう)氏

東京工業大学助教授。7z年，東宗大学文学割1弘 77

年.同大学大学院社会学1日間科博土課陸修了。 89年3

月から現肱構造主設など社会理論に幅広く精通，最

も注目を集めている若手社会学者の 1人4 著l!fに r言

語ゲームと社会理論J(85年.!i!lJ草抱房).r仏教の言説

戦略J (86年，向)， rはじめての併進主義J (88年，講

談社)などがある。 40i友。

たり， m2 フ・ランドを約:るタどしてホ'ÌJ，i~ してきた。

また日産自動車の rse-1 Jのように限定生産を売

り物にしたり，細部を少し変えて特徴を出すなど

という手法て・消費者の購買窓欲を誘っている。

さて，物語商品のもう lつの要件である「情報

の専有」だが，これは現代社会の「情報の氾滋」

大三郎橋爪

機憾による大量生産方式の普及てう初めの条件

が崩れた。電球をみて rエジソンは偉かった」と

思うことはあっても，個々の電球は誰が作ったか

全くわからない時代になったということだ。結局，

大量生産社会では，商品全般が物語性を失い，商

品に代わって「芸術」がその役目を引き受けるこ

とになる。

ただ，このように商品やサービスが物語性を失

ったのは，日本では最近の話だ。衣食住のうち，

r{主」はともかく，衣，食が大量生産品によって

満ち足りたのは高度成長期以降てるあるし，サービ

ス面ても，一定レベノレιuニのホテルに国民の大多

数が泊まれるようになったのはここ 10年くらい

「作り手の顕在」が物語商品の条件
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のことだ。こうした「商品，サービスの飽和」の

時代の到来が，物語商品へのニーズの高まりを招

いたのだが，最近の「金余。」がこれを力腿した。
に源がある。本来，情報や知誠は共有されるのが

ノレールだが，情報量が膨大になり，専門化したの

で共有しきれず，かえって知らないことが増えた。
ただ周知のように，実は金余りではなし地価の

高騰で住宅が買えず，余力が商品やサービスに回
橋
爪

しかし，我々には知らないことに対する「おびえ」

がある。逆にいえば，自分しか知らないことがあ

ると安心する。そして，他人に対して，それにつ

いてのうんちくを傾けたくなる。本来，知識，情

報の専有には「権力」が発生するのだが，物語商

品にまつわるストーリーなどは専有しでも社会的

に害にならない。したがって誰もこれを批判する

筋合いのものではな¥"。

ったにすぎなし〉。

作り手の側も物声商品の開発，供給に力を注い

だ。日本は中小企業や地場産業なと'大量生産シス

テムに乗り切れない生産者が多い。こうした企業

は販売力や生産性では当然，大企業に太万打ちで

きないが，逆に値段は高くでニも手の込んだものを

作れる，生産数量は限られているが，それが希少

~ ."1"". 
(~大成建設

本物の物語商品は貴族が作らせる
価値を生む，という具合に消費者の要求に合致し

てくる。これはつまり，大量生産のラインに乗れ

なかった「すき間」にポトリと落ちたテキサスヒ

ットのようなものだ。大企業の方も，社名を隠し
ところで，最近，庶民の聞にも「貴族の生活」

や「貴族趣味」についての関心が高まってきた。
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